






目的 

乳児期におけるビタミン K依存凝固因子(プロトロンビン,第Ⅶ,Ⅸ,Ⅹ因子およびプロティ

ン C)の推移に関して凝固活性,抗原量から観察してきた。この結果 1 ケ月児では因子によ

り若干の差異は認められるも健康成人の 40～65%の間にあり,以後経月的に漸増し,6～8 ケ

月にて成人正常域に達することが明らかとなった。今回はこれら健康乳児血漿を用いて乳

児ビタミン K 欠乏性出血症の好発期である 1 ケ月児を中心に,ビタミン K 投与,非投与群,

母乳栄養,人工＋混合栄養群の PIVKA-Ⅱ,-Ⅸ,-Ⅹ,-プロティン C の検索を行うことを目的

とした。 


